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市民の学びの場としての日本地名研究所
の取り組み
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44年間続いた
日本地名研究所の取り組み

⒈ 各地地名研究会との連携 と 地名調査支援。

⒉ 年に一度、「全国地名研究者大会」を実施。会員の交流を図る。
昨年は 伊賀大会。
今年は11月に遠野で「アイヌ語地名研究」大会。

記念講演、小野有五先生（本シンポ発表者）。
⒊ 毎年、『地名と風土』刊行。 前年の大会記録に加え多彩な執筆陣。

⒋ 年に3～4号の「日本地名研究所通信」発行。
現在、109号。

⒌ 首都圏中心の「地名探訪」。年に1～2回。

⒍ 「地名講座」の開催や書籍の刊行など。



















杉並の通称地名調査報告書
1992年3月

千葉徳爾の25頁にわたる解説付き
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日本地名研究所 現状と課題

会員は約200人のまま横ばい状態。
連携地名研究会は、かつて60以上あったものが、高齢化が進み、半減。

単独で「地名研究者大会」を運営企画できる体力がなく、このところ、
本部中心の実行委員会形式で実施。

個人会員が増えていることから、意見交換の場の保障にアイデア求め
られる。
また、このままでは消滅していく「小字」「通称地名」調査に早急に取り
組まなければならない現在、各地の地名研究会の組織力の低下が大
きな問題。

そして何よりも、財政的な問題が今後の課題。 最後にお知らせ。
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